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平成29年度遠野市歳入歳出決算、基金の運用状況の審査意見について 

 地方自治法（昭和22年法律第67号）第233条第２項及び同法第241条第５項の規定によ

り審査に付された平成29年度遠野市歳入歳出決算及び基金の運用状況について審査した

ので、その結果について、次のとおり意見書を提出します。  
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【凡例】 

１ 文中及び各表中に用いる比率は、原則として小数点第２位を四捨五入して表

示した。 

２ 千円単位で表示してあるものについては、原則として千円未満を四捨五入し

て表示した。そのため差額又は合計金額が一致しない場合がある。 

３ 文中及び各表に用いる構成比率は、それぞれの占める割合を表示した。 

４ 表中の符号で「0.0」は、該当数字はあるが、表示単位未満のものである。 

５ 率と率との比較は、ポイントで表示した。 

６ 「－」は、該当数値のないものである。 

７ マイナスは、「△」で表示した。 
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平成29年度遠野市歳入歳出決算 

及び基金の運用状況審査意見 

 

第１ 審査の対象 

１ 平成29年度遠野市一般会計歳入歳出決算 

２ 平成29年度遠野市国民健康保険特別会計歳入歳出決算 

３ 平成29年度遠野市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算 

４ 平成29年度遠野市介護保険特別会計歳入歳出決算 

５ 平成29年度遠野市ケーブルテレビ事業特別会計歳入歳出決算 

６ 平成29年度遠野市農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算 

７ 平成29年度遠野市下水道事業特別会計歳入歳出決算 

８ 平成29年度遠野市遠野東工業団地整備事業特別会計歳入歳出決算 

９ 上記各会計の歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、財産に関する

調書、基金の運用状況調書 

第２ 審査の期間 

 平成30年７月６日から平成30年８月21日まで 

第３ 審査の方法 

 審査に付された平成29年度歳入歳出決算書及び決算附属書類並びに基金の運用状況

調書が関係法令の規定に準拠して作成されているかを確認し、これらの書類の計数が

正確に表示されているかについて会計諸帳簿及び証拠書類との照合を行い、各会計の

決算状況等について審査した。 

また、財務規則等の規定に基づき会計事務処理が適正に処理されているかについて

は例月現金出納検査、支出証拠書類検査及び定期監査等の結果を参考とし、必要に応

じて関係職員から説明を聴取しながら審査した。 

第４ 審査の結果 

 審査に付された各会計の決算書類等はいずれも関係法令に準拠して作成されており、

計数は、証拠書類と符合し適正であると認めた。 

 また、財産に関する調書に表示されている公有財産、物品、債権及び基金について

も計数等は正確であり、各基金の運用状況は、その設置目的に沿って確実かつ効率的

に運用されていると認めた。 

なお、支出証拠書類検査において、支払い遅延や違算、記載漏れなど改善すべき点

が依然見られることから、今後とも内部チェック体制の強化に努め、適正な事務執行

を期待する。 

第５ 審査意見 

平成29年度の一般会計と特別会計を合わせた決算額は、歳入総額 30,117,445千円、

歳出総額 28,890,684千円となり、歳入歳出差引額（形式収支額）は 1,226,761千円で

翌年度へ繰越すべき財源 342,971千円を差し引いた実質収支額は 883,790千円となっ

ている。年度末の起債借入残高は 25,182,948千円、基金残高は 4,785,646千円（定額

の資金を運用する基金 614,772千円を含む。）となっているが、実質の基金残高は、
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定額基金の遠野市高齢者等貸付牛購入基金に評価減額の 49,090千円があるため、その

額を差し引いた 4,736,556千円となっている。【５頁・８頁・53頁・59頁参照】 

 一般会計の予算額 21,633,375千円に対する決算額は、歳入総額 20,688,381千円、

歳出総額 19,709,171千円で、予算執行率は歳入 95.6％、歳出 91.1％となっている。

歳入歳出差引額（形式収支額）は 979,210千円で、翌年度へ繰り越すべき財源 

342,971千円を差引いた実質収支額は 636,239千円となっている。 

【５頁・６頁・９頁参照】 

 歳入については、自主財源が6,056,780千円で構成比は29.3％、内訳は市税 

2,769,986千円（13.4％）、繰入金 1,211,832千円（5.9％）、諸収入 713,071千円

（3.4％）、使用料及び手数料 320,846千円（1.5％）、その他自主財源 1,041,045

千円（5.1％）となっている。【10頁参照】 

財政基盤の強化、収入未済額の解消を目指して、市税、国民健康保険税、住宅使用

料など12科目の徴収に市税等収納対策プロジェクトとして関係課が情報共有しながら

催告書の共同発送及び訪問による催告を行った結果、平成29年度は現年分の収納率は

前年度より 0.28ポイント増加し 97.88％、滞納繰越分は前年度より 6.27ポイント増

加し 42.36％だった。全体では、前年度より 0.78ポイント増加の 94.75％と大きな成

果が表れている。 

 また、依存財源は 14,631,601千円で構成比は 70.7％、その内訳は地方交付税 

7,743,447千円（37.4％）、国庫支出金 2,486,463千円（12.0％）、市債 2,044,000

千円（9.9％）、県支出金 1,489,522千円（7.2％）、その他依存財源 868,139千円

（4.2％）となっている。【10頁参照】 

 不納欠損額については 9,057千円で、その内訳は市税 8,599千円（94.9％）、分担

金及び負担金 458千円（5.1％）となっている。【11頁参照】 

 収入未済額は 656,144千円で、その内訳は国庫支出金 478,165千円（72.9％）、市

税 95,021千円（14.5％）、県支出金 49,988千円（7.6％）、使用料及び手数料 

18,105千円（2.8％）、諸収入 8,420千円（1.3％）、分担金及び負担金 6,270千円

（0.9％）、財産収入 175千円（0.00％）となっている。【11頁参照】 

 歳出の主なものは、民生費 4,811,257千円（24.4％）、総務費 3,537,472千円

（17.9％）、公債費 2,630,762千円（13.3％）、教育費 1,926,948千円（9.8％）、土

木費 1,825,635千円（9.3％）、農林水産業費 1,367,203千円（6.9％）、衛生費 

1,269,827千円（6.4％）、商工費 858,935千円（4.4％）、災害復旧費 750,680千円

（3.8%）､消防費 566,572千円（2.9％）となっている。【26頁参照】 

  

特別会計９会計の決算額は、歳入総額 9,429,064千円、歳出総額 9,181,513千円

で、歳入歳出差引額（形式収支額）は 247,551千円で、翌年度へ繰り越すべき財源は

無いことから、実質収支額も同額の 247,551千円となっている。【５頁参照】 

 不納欠損額は 10,707千円で、国民健康保険特別会計事業勘定 8,306千円

（77.6％）、介護保険特別会計保険事業勘定 2,367千円（22.1％）、下水道事業特別

会計 22千円（0.2％）、ケーブルテレビ事業特別会計 12千円（0.1％）となってい

る。【６頁参照】 
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 収入未済額は 108,604千円で、国民健康保険特別会計事業勘定 100,021千円

（92.1％）、介護保険特別会計保険事業勘定 6,470千円（5.9％）、下水道事業特別会

計 945千円（0.9％）、後期高齢者医療特別会計 794千円（0.7％）、ケーブルテレビ

事業特別会計 317千円（0.3％）、農業集落排水事業特別会計 57千円（0.1％）となっ

ている。【６頁参照】 

 

なお､予算等の執行については、定期監査(前期・後期、有価証券等監査及び工事監

査を含む。)、補助金等監査、財政援助団体監査及び例月現金出納検査の結果、おおむ

ね適正であると認められる。 

 

平成29年度決算を財政構造の状況からみると、財政力指数は前年度より 0.01ポイン

ト増加し 0.29である。この指数は、まさに言葉のとおり財政力を測るものであり、

「１」に近いほど財政力があるとされている。 

経常収支比率は 88.0％で前年度の 92.6％と比べ 4.6ポイント減少している。この

比率は人件費、扶助費、公債費等のように容易に縮減することのできない経常経費に

対して、経常的一般財源がどの程度充当されているかの割合であり、この比率が低い

ほど、経常一般財源の残余が大きく財政構造が弾力的であるとされている。 

 公債費比率は 9.6％で、前年度の 10.3％と比べ 0.7ポイント減少している。この比

率は、地方債元利償還金に充当した一般財源の標準財政規模に占める割合で、低い方

が望ましいとされている。財政構造の健全化を脅かさない限度は通常 10％程度とされ

ており、できるだけ下げるようにしていく必要がある。 

また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づいて算定された健全化判断

比率等については、別途に意見書を作成するので、ここでの記述は差し控える。 

 

決算審査と同時に市出資法人の監査を行った。５法人それぞれ独立採算制による自

立に向けた取り組みが昨年度に引き続き行われていたが、平成29年度決算の当期利益

剰余金または当期収支差額で赤字を計上している法人は、ふるさと公社、わさび公社

の２法人であった。ふるさと公社については、運営する４施設への入込数が 973,846

人（前年度1,022,024人）で 48,178人（4.7％）減少などにより、総収益は 698,657千

円（前年度740,289千円）で、41,633千円（5.6％）減少した。また、施設入込数や総

収益の減少に伴い総支出も減少し、当期収支差額は △8,360千円となった。わさび公

社については、主力である根わさびの収穫量及び販売額が平成27年度の定植遅れの影

響によってそれぞれ 180㎏（前年度比△331㎏）・1,400千円（前年度比△2,070千円）

に減少したことなどにより、当期収支差額は △1,344千円となった。 

昨年度、赤字を計上した(株)遠野においては、総売上高 371,872千円（前年度

374,029千円）で前年度より 2,157千円（0.6％）減収となったが、販売費及び一般管

理費の節減をはじめとする営業費用を抑制した効果などにより、当期利益剰余金は 

1,090千円の黒字となった。 

詳細については別途、出資法人監査報告書を参照されたい。 
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平成29年度は「羽ばたく！遠野スタイル チャレンジ予算」として、前年度に引き

続き「産業振興・雇用確保」「少子化対策・子育て支援」を優先課題に掲げ、「人づ

くり・健康づくり・地域づくり」の３つのキーワードのもとに事業が展開された。 

その中の一つとして、地域経済活性化の起爆剤としての機能確立と自主財源の確保

を目的に導入２年目となった「ふるさと納税」については、全国的な返礼品競争過熱

に対する危惧から、制度本来の主旨・目的に反しないような見直しが迫られた時期と

も重なって、個人寄付が 54,933千円、企業版が 4,000千円の計 58,933千円で前年度

より 17,418千円減少するなど厳しい展開となった。 

 

一方、東日本大震災による市役所本庁舎全壊から６年半の歳月を経て落成し、市内

11小学校の代表児童によって開庁宣言が行われた新本庁舎では、平成３年から27年間

にわたる交流が続いているアメリカ・チャタヌーガ市との姉妹都締結式が行われるな

ど、市内外・国内外への積極的な動きが全市民に伝わった年でもあった。 

このような気運の高まりのもと、遠野スタイルの創造・発展と「永遠の日本のふる

さと遠野」の実現に向けて、市税ほか自主財源の確保と費用対効果の精査などによる

経費の縮減を図り、財政規律と健全財政を堅持しながら更に着実に各事業が展開され

ることを望む。 

終わりに、審査に協力いただいた職員に感謝申し上げ審査意見とする。 

 

 


